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凡例




これは「靑野季吉選集」（昭和二十五年八月二十五日　河出書房刊）所収のものを電子書籍にしたものです。

底本の表記は、旧字体旧仮名遣いであり、これに従いましたが、一部の旧字体はやむを得ず新字体を使用した場合があります。

なお、たとえ現代において不適切とされる表現がみられる場合でも、原文のままにしています。








外在的批評への一寄與







一




　私はかつて文藝にたいする外在批評の必要を提唱したことがある。その意味は、これまでのやうに、文藝を單に文藝だけの範圍に限つて、その內部からの內在的批評では、當の文藝の持つところの、社會的、歷史的、したがつて人類的意義が決定されない、一度びその內在的價値を檢討して後には、その外に在つて、それを廣汎な社會的見地から批評しなければならない、而していまやそのやうな批評が要求せられてゐる、と言ふのであつた。

　爾來、私はこれと言ふ結果は上らないにしても、文藝の外在批評のために多少の努力をして居る。また廣く文壇——專らプロレタリア文壇——にも、私と同じ志向の下に、外在的の批評を試みてゐる人々も、全く無いではないやうである。

　私はこゝにエヌ・レーニンのトルストイ觀を解剖して、私たちの文藝の外在批評への一つのよき參考とし度いと思ふ。ロシア及び世界の劃時代的の社會理論家であり、革命實踐家であるレーニンが、十九世紀末のロシア及び世界の大藝術家をどう觀察し、批評したか？　私たちがそこに文藝の內在批評でなく、頭から外在批評を豫期してよいことは、改めて說明するまでもないであらう。

　レーニンのトルストイ觀は、トルストイの八十歳の誕生祝ひの時ロシアの社會民主々義の新聞紙「プロレタリア」（第三十五號、一九〇八年九月十一日）に揭げられたもので、最近日本でも三種の反譯が出ているが、私はこゝでは佐野學氏譯の小册子「宗敎について」の中に納められたものをテキストとして用ゆる。

　レーニンは先づかう云つてゐる。「ロシアの合法新聞はトルストイの八十歲迄の誕生日に論文や書翰や覺書の類を滿載てゐるが、ロシア革命の性質及び推進力といふ見地から彼の著作を分析してゐるものは殆どない」と。これで見ても分る通りレーニンは、トルストイをその藝術的內在價値の見地から見ようとするのでもなく、また漠然たる人生的見地から見ようとするのでもなく、或はまた道德的立場から批評しようとするのでもない。實に、「ロシア革命の性質及び推進力といふ見地」からトルストイの藝術及び行爲の全體を批評しようとするのである。この論文が書かれた一九〇八年は、かのロシアの第一次革命（一九○五年）の終つた三年後で、一九一七年のプロレタリア革命に先立つ約十年である。この時に「ロシア革命」を云々するのは一見奇異であるが、ロシア革命は一九一七年十一月に一つの大きな辯證的飛躍をしただけであつて、その辯證的展開の過程は、長き年月に亙るものである。卽ち「ロシア革命」は一九〇八年においても勿論一つの社會的事實であり、最重要な社會的重心だつたのである。この社會的重心の性質及び推進力の見地から、レーニンはトルストイを觀察しようとするのである。私たちの文藝の外在批評にとつて、このトルストイ觀が重要なものであるのは、こゝにその理由を持つてゐる。

　文藝の外在批評も、その初段的準備として當然に內在批評を持たなければならない。これは私の外在批評論にもはつきりと記しておいた處である。（當時、ブルジョア批評家等は私を目して、內在批評を無視するものとして、いかに無意味に惡罵したことよ！）それならばレーニンは、藝術家としてのトルストイの全貢獻をどう觀たか？　彼は言ふ。トルストイは「天才的な藝術家であり、ロシア生活の無比の形像のみらず、世界文學の第一流の著作を提供してゐる。」と。また言ふ「トルストイは、彼がロシアにおけるブルジョア革命の爆發の時代に、ロシアの農民の莫大な大衆の把持した思想や氣持を表現する限りにおいて、偉大である。」と。トルストイの全藝術が、「ロシア生活の無比の形像」であること、また彼の全藝術が、「ロシア農民の莫大な大衆の把持した思想や氣持」の偉大な表現であることは、ブルジョアジーの一切の文藝批評家が禮讃渴仰をもつて說くところである。これに誤りはない。レーニンもまた「偉大」の文字を使つて、それを十分以上に認めてゐる。だがレーニンはそれを專ら禮讚渴仰して、そこに何等かの人生的意義を見出すことにとゞまつてゐる俗物的感傷家ではない——少し對照が妙だが「深刻」なる正宗白鳥氏の例へばダンテや透谷の批評の、いかに俗物的感傷家のそれであるかを見よ。——

　レーニンはトルストイの全所產卽ちトルストイ主義のなかに、直に「莫大な矛盾」を見ることを忘れない。彼の外在批評はこの契機をつかんで、物凄く展開するのである。




二




　そこに把握されたトルストイの「矛盾」とは何であるか？

　トルストイは、一方には、ロシア生活の無比の形像を描いた天才的な藝術家であるが、——

　他方には「地主であり、キリスト信者の痴人である。」

　また、彼は、一方には「社會の虛僞と無恥とにたいする如何にも激しき、突き込んだ、誠實な抗議をしてゐるが」——

　他方には「ロシア・インテリゲンチヤと呼ばれる、氣力廢頽したヒステリー的泣蟲」の一人である。

　一方には「資本主義的搾取を忌憚なく批判し、政府の暴行や裁判や行政の喜劇の假面を剝ぎ、富と文明の成果との增大と勞働大衆の貧困、野獸化、苦痛の增大との間の予盾の最も深刻な根據を暴露しているが」——

　他方には「惡に抗するに暴力を以てする勿れといふ愚劣な說敎」をして居り、——

　一方には「最も醒めたる現實主義を以てありとあらゆる假面を剝ぎとるのであるが」——

　他方には「世界中での最も卑しい事柄卽ち宗敎の說敎者である」のが——

　トルストイの眞の、現實の夢である。

　すなはち一方には誠實な藝術家、激しい抗議者、深刻な暴露者及び徹底した現實主義者としてのトルストイがあり、他方には裕福な地主でキリスト信者、廢頽した泣蟲のインテリゲンチヤ、無氣力な無抵抗主義者、及び空幻な宗敎の說敎者としてのトルストイがある。これが實にレーニンの云ふやうに「莫大な矛盾」でなくて何であらう。

　それならばこの矛盾はどこから來たのであるか？　こゝでしばらく私はトルストイのブルジョア解說者及び批評家の言葉に立ちとゞまらう。彼等と雖もこの矛盾を認めないわけではない。だが、彼等はそのよつて來たところを、專らこの偉大な藝術家の內心に求める。彼等によると、それは生れ落ちるときから偉大な矛盾を附與せられた魂であり、その矛盾が大であるだけヨリ大いに人間的である。しかもこの矛盾の姿こそ人間永遠の姿であつて、トルストイの生涯と藝術とが人々の心を打つのは、その永遠の姿が力强く現はれてゐるからであると。彼等のうちの或者は、手取り早い永久の人間眞理の闡明者顏をしてかく說き立てるのである。かう手取り早い斷定を下すかどうかは自ら別問題として、內在批評の行きつく所は、所詮、多かれ尠かれこの範圍を出ることは出來ないのである。こゝでもまた私たちは、現在の日本の文壇に支配的な多くの文藝批評の內容を想ひ出してもいゝであらう。

　ところでレーニンは、この「莫大な矛盾」のなかに何を觀てとつたであらうか？　彼も亦トルストイの內心に「偉大」なものを認め、凡庸者にまさつた「天才」であることを認めた。だが、この偉大なる天才の現はし來つた「莫大な矛盾」のなかに何を觀てとつたか？　これが大切な問題である。

　レーニンによると、この「諸矛盾は決して偶然（魂に內在して偶然露出したところの——靑野）ではなく、むしろロシアの生活が第十九世紀の最後の三分の一に經驗した、かの矛盾に充ちた諸條件の反映なのである。」

　こゝに私たちはトルストイのブルジョア解說者及び批評家から聞くことの出來なかつた、一つの力强い解明と批評とを聞き、トルストイの「偉大」の眞の內容に、直接に接觸し得る機會が始めて與へられたのを感ずる。

　それならば「ロシアの生活が十九世紀の最後の三分の一に經驗した、かの矛盾に充ちた諸條件」とは何であるか。トルストイはそれを如何に「反映」したかを見よう。

　數世紀の間つゞいたロシアの農奴制度は、一八六一年の農奴解放令によつて、ともかくも廢止せられ、農奴は形式だけは土地を與へられて、獨立した農民となつた。が、それはたゞ形だけの自由で、搾取の事實は一層ひどくこそなれ少しも輕くはならなかつた。卽ちせつかく與へられた農民の土地は次第に大地主に兼併されて行き、一方、ロシアの家長的村落へも資本主義が襲ひかゝつて來て、農民の貧窮化を激成した。その結果、農民の間には、日增しの零落や土地喪失にたいする絕望が高まり、呪ふべき資本主義にたいする憎惡が燃え立つた。そして諸所に農民一揆が勃發した。

　激しい抗議者、深刻な暴露者、徹底した現實主義者としてのトルストイは、まさに當時の農民のこの憎惡、激昂、決意を反映したものに外ならなかつた。

　ことろで農民はその反抗の裏に如何なるものを求めてゐたか、それは「自由同權の小農の共同團體を建設すること」であつた。ロシア農民のこの原始共產的なあこがれこそ、ロシアの革命の全過程を貫いて、農民の縫ひ込んだ一線の赤い絲である。




三




　トルストイの精神內容たる原始的な「キリスト敎的無政府主義」は、農民のこの夢のやうな努力が抽𧰼されて、一つの觀念的な形をとつたものに外ならない。卽ち農民のそのあこがれの觀念的「反映」である。

　農民は、いま述べた「共同生活の新らしい形態をめがけて努力するに際して、この共同團體がいかなる形のものでなければならぬとか、いかなる鬪爭を通じて自由を戰ひとらねばならぬとか、農民はいかなる指導者をこの鬪爭に持たねばならぬとか」等の問題については、「殆んど意識がなく、家長主義的に、痴人の如く之に對したゞけである。」「過去全體は農民に、地主と官吏とにたいする憎惡を敎へたが、以上のあらゆる問題の答へをどこから搜し出すかといふことを敎へなかつたし、敎へることもできなかつた。」そして農民の大多數はいたづらに「泣き事を言ひ、祈り、訴へ、夢想し、請願狀を書き、代辯者を（政府へ）派遣」することしか知らなかつたのである。

　廢頽した泣き蟲、無氣力無抵抗主義者、空幻な說敎者としてのトルストイは、農民のこの一面を、生々しく「反映」したものでなくて何であらう。

　レーニンは言つてゐる。「トルストイの思想は吾農民の一揆の弱點と缺陷との鏡であり、家長主義的村落の浮動性と『經濟的小農』の索然たる卑屈性とを反映してゐるのである。」と。

　私は告白する。私はこれまでトルストイの生涯と藝術との全體について解脫した多くのものを觀たが、これほど衝込んだ、これほど全體性的な批評を聞いたことがないのである。

　レーニンはも一つ兵士一揆（一九〇五—六年）の例をあげて、飽くまでトルストイがロシアの生活の「矛盾の反映」であることを實證してゐる。この一揆を起した兵士は、其社會的成分から言へばプロレタリアと農民の中間物であつたが、プロレタリアは極少數で大體は農民出の分子であつた。彼等は軍隊內において徹底的に反抗し、その要求は、「自由主義地主や自由主義士官を驚倒せしめた自由權の要求であつた。」此反抗の結果として、軍隊內部での權力は屢〻兵士の大衆の手に移つたのであつたが、彼等はその權力を斷乎として、決定的に使役することは出來なかつたし、またその術も知らなかつた。彼等はまつたく動搖し孤疑してゐた。一方でその捕縛した二三の士官を殺したかと思ふと、數時間の後にはもう他の士官を釋放してしまつた。官權と妥協しこんどは反對に自分達が銃殺の刑をうけ、笞刑を受け、そして元の如く自分達を鐵のやうな覊絆の下に、しばりつけてしまつたのである。

　このやうに一方には純然たる反抗者であり、他方には懷疑的な從順な平和主義者である矛盾は、「全くレオ・ニコライヴィッチ・トルストイの精神」の矛盾である。トルストイはその矛盾を體現して、それに恐ろしいまで厚味のある藝術的な表現を與へたが故に、その限りにおいて藝術として偉大だつたのである。

　之でトルストイの全生涯と藝術とが何を意味したか、夫が何の反映であつたかは、十分に解明されたが、レーニンは最初に、「ロシア革命の性質及推進力といふ見地」からトルストイを觀ると約してゐる。その見地からすると、その解明で止まつてゐるわけには行かない。トルストイの全生涯と藝術と敎說とが、ロシアの革命の進行にとつて、如何なる「罪」を犯したかを決定しなければならない。

　聰明な讀者は、トルストイが反映したもの卽ち農民の心理及びそれを反映して積極的にトルストイの說いたものが、ロシア革命にとつてどんな「罪」を殘したかを、すでに豫斷し得たであらうが、こゝにレーニンの決定的な言葉を書拔いて、この小稿を終らう。

　「トルストイは、積り積つた憎惡や、より善きものへの成熟した努力や、過去から自己を解放せんとする希望を挑發したが——だがまた生半可な夢想主義や、政治敎育の缺乏や、革命的浮動性やを、再び提供してゐる。歷史的經濟條件は、大衆の革命的鬪爭の成立の必然性や、この鬪爭の準備の缺乏や、『惡に抗する勿れ』といふトルストイ主義が、第一の革命的鬪爭の失敗の、全的な第一原因であつたことを明瞭にしてゐる。」

　抗議者、暴露者、現實主義者としてのトルストイは、ロシア革命の過程に大きな貢獻を爲したが、他方感傷家、無抵抗主義者、僧侶主義者としてのトルストイは、その過程に大きな障害を與へたのであつた。

　私はこの說明をこゝで委しくしてゐるわけにいかないのを遺憾に思ふ。
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